『好朋友－ともだち－』語彙と課程標準語彙との照合について
1．「学習活動」における語彙の選択と位置づけ
『好朋友－ともだち－』（以下『好朋友』）では、各課のトピックと目標・学習活動に沿った語彙が紙面上に提示されている。それぞれの語彙について必修の有無は提示してない。学習者にとって必要な語彙＝学ぶ語彙という考え方をとっているからである。
また、漫画の台詞に出てくる語彙も、自分で調べられるように語彙表に掲載している。

2.語彙の提示箇所

巻末付録には語彙表を置いたが、そこで扱っている語彙は、大きく分けて３種にわけられる。

①語彙表　　　 学習活動においてアウトプット時に使われる可能性の高い語彙

　　　　　　　　　学習活動においてモデルの文脈の中で提示された語彙

　　　　　　　　　漫画の台詞に出てきた語彙
また、以下の箇所にも語彙表に掲載していないものが提示されている。
②「学習活動」で扱った学習表現：表現として位置づけたため、語彙として扱っていないもの

　　　例：おいしそう！／おいしい！／うれしい！

③「学習活動」に掲載したカテゴリー別語彙：カテゴリー別に提出したもの
　　　例：数字、月日、家族の呼称、色、身体の部位、服と持ち物

④「巻末付録」の参考語彙：カテゴリー別に提出したもの

　　　例：楽器、動物、待ち合わせの場所、プレゼント

⑤「巻末付録」の教室用語／生活用語：

　　　例：第1冊　教室用語

　　　　　第3冊　生活用語（コミュニケーション上、困ったときに相手に働きかける表現を提示（どんな意味？など））

3.照合作業における活用等の扱い
　『好朋友』では、活用形、常体／敬体等を区別して扱っていない。そのため、語彙表には各活用形、常体、敬体等がそれぞれ一つの語彙として存在する。照合作業にあたり、語彙の扱いを課程標準に合わせ、以下のようにした。
　　　　例

	語彙表
	照合作業のため一括

	行く、行きます、行かない、行こう、行きました、行きたい、行きたいです
	行く

	疲れた、疲れてるんだ
	疲れる


4.『好朋友』の語彙から見た課程標準の語彙との重複
　『好朋友』の語彙表（上述の①）で提示されている語彙は、合計471語である。そのうち課程標準内の語彙は54％で、課程標準外の語彙は46％である。また、語彙表以外も、上述の②～⑤には、課程標準内の語彙が119語含まれている。
	　
	語彙数
	％

	①語彙表語彙
	471
	　

	　　うち課程標準内
	25４
	54

	　　うち課程標準外
	21７
	46


　　　　　　　　　　＊②～⑤の課程標準内の語彙　119語
5.課程標準の語彙から見た『好朋友』の語彙との重複
　初級中学課程標準で規定されている語彙は800語であるが、『好朋友』の語彙はそれの何パーセントを重複しているのかを示したのが下の表である。　語彙表のみでは32％であるが、語彙表以外の箇所で提示されている語彙も含めていくと重複率は４６％まで上昇する。

	　
	課標内語彙
	重複率（％）

	課程標準
	806(＊)
	　

	好朋友
	①語彙表（254）
	254
	32

	
	②語彙表＋学習表現（12）
	267
	33

	
	③語彙表＋学習表現（12）

＋学習活動カテゴリー別語彙（63）
	330
	41

	
	④語彙表＋学習表現（12）＋学習活動カテゴリー別語彙（63)＋付録参考語彙（34）
	364
	45

	
	⑤語彙表＋学習表現（12）＋学習活動カテゴリー別語彙（63）＋付録参考語彙（34）＋教室用語・生活用語（9）
	373
	46


　　　　　　　（*）課程標準で提示されている語彙は800語だが、中には一つの語で二つの意味を持つものも課程標準では一語としてカウントしている。統計時はこのような語彙を２語としてカウントしたため、上記の表の総語彙数は806語となっている。
6.重複語彙の特徴、非重複語彙の特徴
(1)重複した語彙
　　初級日本語として基本的な語彙で、トピックにかかわるものが重複している。動詞については非常に基本的な動詞が重複している。
(2)重複していない語彙について

①『好朋友』の語彙の中で課程標準外の語彙
　　　漫画のストーリーを追うための語彙、学習活動でトピックに関係する固有名詞や初級では扱わない語彙が多い。また、名詞が多い。

　　　　　　　例　横断幕、一致団結、ミーシエン、貝殻細工、金州、かぐや姫、フィギュアなど

②『好朋友』に提出していない課程標準内の語彙

　　　トピックシラバスという教材の特徴上、トピックに関係しない語彙は出てきにくい。






